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日本土壌微生物学会 2024年度定期総会資料 
 

2024 年 6 ⽉ 16 ⽇（⽇）15:40〜16:30（予定） 

名古屋⼤学野依記念学術交流館 

 

総会次第 

1. 開会の辞 
2. 会⻑挨拶 
3. 議⻑選出 
4. 2023 年度事業報告 

1) ⼤会報告 
2) 会誌出版・編集報告 
3) 幹事会報告 
4) 会計報告 

5. 2024 年度事業計画 
1) 事業計画案 
2) 予算案 

6. その他 
1) 学会運営の効率化について 
2) 事務局より連絡 

7. 議⻑解任 
8. ポスター賞受賞者発表 
9. 次年度⼤会実⾏委員⻑挨拶 
10. 閉会の辞 
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2023 年度事業報告 
1) 2023年度千葉大会 
日時：6 月 10 日(土)〜6 月 11 日(日) オンラインと対面のハイブリッド（口頭発表のみ）  
参加申込数：150名 
 
一般講演 31件（うち対面発表 28件、オンライン発表 3件） 
市民公開シンポジウム「人間社会と土壌微生物 −土壌微生物学が人間社会にもたらす知」4題 
 

2) 会誌出版・編集報告 
(1) 「土と微生物」出版報告 
① Vol. 77-2(2023 年 10 月発刊) 65 頁: 特別企画 3編，シンポジウム 1編，原著論文 0 編，
日本土壌微生物学会 2023 年度大会講演要旨 

② Vol. 78-1(2024 年 4 月発刊) 37 頁: 追悼 1 編，巻頭言，特別企画 1 編，シンポジウム 2 
編，原著論文 2編，書評 1 編，こんなことが、いま 

(2) 「土と微生物」 投稿状況(2024年 6 月 1 日) 
 原著論文 シンポジウム・総説・解説 

受付 受理 審査中 受付 受理 審査中 

202４ 2 1 1 2 2 0 

2023 4 3 0 ７ ７ 0 

2022 2 2 0 8 8 0 

 
3) 幹事会報告 
(1) 2023年度第 2回幹事会 

日時：2023 年 12 月 18 日(月) 10:00～12:00 

開催方法：Zoom によるオンライン形式 

(報告事項) 

① 齋藤総務幹事から、R5.12.4 現在の会員数は 341 名であり、5 月よりも 8 名増加したことが報

告された。2023 年度会費が未納の会員が 74 名と例年より多いことが問題点としてあげられた。 

② 鮫島会計幹事から、資料に基づいて会計執行状況が報告された。 

③ 染谷編集委員長から「土と微生物」誌の編集状況、投稿状況について報告された。 

④ 2023 年度千葉大会について、宍戸大会運営委員長より報告された。 

⑤ 宍戸委員が日本農学会運営委員会について報告した。 

⑥ 二又総務幹事よりが浜松での微生物生態学会開催（11 月 27 日～30 日）について報告された。

学生の参加費を無料（発表する場合には会員になる必要）にしたことで、学生の参加人数が増え

た効果があったと思われたこと等が報告された。 

⑦ 犬伏委員より日本学術会議関連について報告された。 

⑧ その他 小川幹事長より基金による研究助成について、締切日までに応募が無かったことが説

明され、1 月に再度、募集を行うことを、次期事務局と相談することとなった。 
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 (審議事項) 

① 2024 年度名古屋大会について、村瀬大会実行委員長から資料に基づき説明があった。対面とオ

ンラインの併用によるハイブリッド形式で行うが、オンラインは視聴のみを予定していること、

また、大会用の銀行口座を開設したことなどが説明された。 

② 小川幹事長から、次期の事務局幹事が決定されていることが説明された。 

③ 齋藤総務幹事から、NHK 番組の制作会社から土壌微生物の画像を依頼されたことが説明され

た。テレビ番組制作会社の取材は急な応対が必要になることもあるため、ふだんから、題材ご

とに画像や映像を整備しておくことを検討することとなった。 

 

(2) 2024年度第 1回幹事会 
日時：2024 年 6 月 6 日（木）15:00〜17:20 

開催方法：Zoom によるオンライン形式 

（報告事項） 

① 佐藤総務幹事が 2024 年 4 月末現在、正会員数は前年より 10 名増の 343 名、購読会員は 3 会員

減の 22機関 24 口、賛助会員は１会員増の 18 社 22 口であることを報告した。 

② 原総務幹事が HP のバナー広告を４件（うち３件は名古屋大会関連）受け付けたこと、賛助会

員の採用情報を掲載したことなどを報告した。 

③ 関口会計幹事が 2023 年度の会計執行状況と会計監査状況について報告した。 

④ 多胡編集委員長が「土と微生物」誌の編集状況、投稿状況について報告した。 

⑤ 池永主任編集委員より「Microbes and Environment」の出版状況について報告があり、土壌微生物学

会員の投稿数が減少していることが指摘された。 

⑥ 染谷委員が日本農学会運営委員会について報告した。 

⑦ 犬伏委員が日本学術会議関連について報告した。 

⑧ 大友幹事長が基金助成者の報告や 24 年度の採択状況について説明した。 

（審議事項） 

① 2024 年度予算案について、関口会計幹事から資料に基づき提案された。 

② 2025 年度評議員選挙について、小川前幹事長を委員長として選挙管理委員会を発足させること

が大友幹事長より提案され、了承された。 

③ 名古屋大会について、村瀬大会運営委員長から準備状況等について説明、検討依頼があった。

非会員シンポジストへは謝金・旅費の双方をお支払いすることを基本とする案が学会事務局よ

り提案され、了承された。また、ポスター賞を、学生が発表するポスターを対象として学会事

務局の主導で選抜し、総会で受賞者を発表、表彰することが了承された。 

④ 「土と微生物」のオンラインジャーナル化構想について検討し、当初目的であった事務の軽減

化が見込めないことから今回は見送ることとした。 

⑤ 次回大会について候補地を複数リストし順番に会長から依頼することとした。 

⑥ 学会運営の効率化について会長から提案があり、了承された。今後評議委員会・総会を通じて

会員の理解を得、進めることとした。 

⑦ 学会 HP のバナー広告掲載規定について原総務幹事から提案があり了承された。 
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規定第３条 2 （旧）幹事会において掲載の可否を決定する。 

（新）学会長および副会長が掲載の可否を決定する。 

その後、幹事会で経過を報告する。 

規定第５条 （旧）広告の掲載位置は、本学会ウェブページのトップページ左サイドメニ

ュー下とする。  

（新）広告の掲載位置は、本学会ウェブページの各ページ左サイドメニュー

下とする。 

4) 会計報告（資料１） 
(1) 2023年度会計報告 
(2) 2023年度会計監査報告 
 

2024 年度事業計画 

1) 2024年度事業計画案 
(1) 2024 年度名古屋大会を対面・オンラインのハイブリッドで開催する。 
(2) 学会誌「土と微生物」を発行する。 
(3) 2025-2026評議員選挙を実施する。 

そのために小川前幹事長を委員長とする選挙管理委員会を発足させる。 
・ 2024/6/16  評議委員会後の総会にて選挙管理委員会設置を提案 
・ 2024/7/1  選挙人名簿の確定 
・ 2024/11/10ころ 選挙公示（今回からインターネットでの投票を検討） 
・ 2025/1/10ころ 投票期限 
・ 2025/1/31まで 地方選出評議委員当選者（12名）の確定、委嘱 
・ 2025/2〜3  地方選出評議員による会長・副会長の選出、委嘱 
・ 2025/4  会長指名評議員（8名）の指名 
・ 2025/6/1  新評議員の任期開始 

(4) 2025 年度大会を茨城大学主催で開催するための準備を進める。 
 
2) 2024年度予算案（資料 2参照） 

 
3) その他 

(1) 学会運営の効率化（資料 3） 
(2) 事務局より諸連絡 

ü 土壌微生物学会からのM＆E誌の投稿数が減少しているので積極的な投稿を 
ü メールでの連絡が届かない会員がいるので、各自登録アドレスの確認を 
ü 土壌微生物学会のロゴを作成する予定
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資料 1 2023 年度会計関連報告 

 
 

日本土壌微生物学会*+,+-年度会計報告*3+,+45-5-6現在9

:+,+-年度収入=部

項**目 予算額 決算額 差額 執行率 備考

前年度繰越金 -OPPPOP,Q -OPPPOP,Q

正会員費 6OP-UO,,, 6O4+UO,,, V+6,O,,, WXY UO,,,円[+WU名

購読会員費 6PWO,,, 6X4O,,, PO,,, 6,4Y PO,,,円[+4機関+Q口

賛助会員費 +6,O,,, 6Q,O,,, V+,O,,, Q,Y 6,O,,,円[6U社6Q口

efg誌代金 6,O,,, UO,,, VUO,,, U,Y UO,,,円[6名

大会運営費返金 , 6,POWUP 6,POWUP V 千葉大会3準備費無rs開催9

印税x著作権料 6,,O,,, 666O,U4 66O,U4 666Y 印税x著作権料

雑収入 +,O,,, +U+OUWP +-+OUWP 6+P-Y 預金利子x環境微生物系合同大会残金3+U+OUPX円9

小計*3単年度収入分9 +O64-O,,, +O+P4O4QP 6+6O4QP 6,PY

合計*3繰越金�含�9 UOW,QOP,Q UOQ-6O6,U 6+6O4QP 6,+Y

!"#"$年度支出)部

項,,目 予算額 決算額 差額 執行率 備考

会誌刊行費 <=#>#=### <=""$=#?@ <A$=#?@ <<$B CDEF??GDF<H@>"=I>"円KLCDEF??GDF"HIA#=$M$円N

大会運営費 $##=### $##=### # <##B "#"A年度名古屋大会準備費V$##=###円N

日本農学会分担金 @#=### @?=### ?=### <<AB "#"$年度分
^_`誌印刷c発送手数料 <#=### # i<#=### #B ^_`誌購読会員m"名分VCDEF$>L印刷c発送費N

^_`誌共同編集c出版費 "##=### "##=### # <##B "#"$年度分

公開uvwxyzc出前授業経費 <#=### # i<#=### #B

事務費 $">=### <AA=$>$

,,事務管理費 A#=### <"=$I< i"?=I$M $<B
��z��x使用料L�事務用品収納����購入費用L
事務�����謝金��

,,旅費交通費 $#=### >=@## i"<=@## ">B 会計監査交通費
,,会議費 ?#=### ""=<<# iA?=>M# $"B  DD¡契約料
,,通信郵送費 <##=### $?="#> iI"=?M" $?B 会費請求V個別対応NL郵便c宅急便��
,,文房具費 $=### @<? i"=A>$ <?B ��²�³´��

,,諸印刷費 >#=### I$=<M" i<I=>#> ?MB
会費請求印刷L大会関連案内印刷Lº»¼発送料V中西
印刷N

,,雑費 @=### AM@ iA=@#@ <#B 振込手数料��

小計,V単年度支出分N <=M?>=### <=M"A=A@> i@$=@A" M?B

小計,V次年度繰越金N $=>$<=I#M A=##I=IA? <?@=#$> <#@B

合計,V繰越金È含ÊN @=>#M=I#M @=M$<=<#@ <"<=AMI
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前年度末残高 当年度増加額 当年度減少額 当年度末残高 備考

/01220345 67 8330//3 602290448
利子<67円

基金助成金<83万円C振込
手数料I廣<怜奈<氏N

O日本土壌微生物学会基金<I838/年6月61日現在N

項""目 金"額

現金 '()*+

,-./振替口座 455(666

,-./銀行総合口座 ;(;+*(44;

,-./銀行通常貯蓄貯金口座@基金用C ;())*(44'

財産合計 *(665(;6)

G財産目録"@'6'+年;月;K日現在C
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資料 2 2024 年度予算案 
 

 

日本土壌微生物学会*+,+-年度予算案

3456+,+-年度収入9部 3+,++年度5

項**目 *6予算額 算出方法 予算額 決算額 *6決算額

前年度繰越金 -F,,GFG-H IFGGGFG,J IFGGGFG,J IFG4,F-,K

正会員費 4FGH,F,,,
OF,,,円QII-名S正会員I-I名T会費免除者J名XII-Y
-ZI,時点]

4FGIOF,,, 4F-+OF,,, 4F4-,F,,,

購読会員費 4--F,,, GF,,,円Q++機関+-口S-ZI,時点] 4GKF,,, 4H-F,,, 4H-F,,,

賛助会員費 ++,F,,, 4,F,,,Q4K社++口*S-ZI,時点] +4,F,,, 4J,F,,, +4,F,,,

fgh誌代金 4,F,,, OF,,,円Qfgh購読会員+名S-ZI,時点] 4,F,,, OF,,, 4,F,,,

大会運営費返金 I,,F,,, 名古屋大会返金 , 4,GFKOG ,

印税Y著作権料 4,,F,,, 印税Y著作権料 4,,F,,, 444F,O- 4,GFI+I

雑収入 +,F,,, xyz広告料Y預金利子 +,F,,, +O+FOKG 4OF,+,

小計*S単年度収入分] +F-G-F,,, +F4-IF,,, +F+G-F-JG 4FGOOFI-I

合計*S繰越金�含�] GF-H,FG-H OFK,JFG,J OFJI4F4,O OF+GOFHO4

3+56+,+-年度支出9部 3+,++年度5

項**目 *6予算額 算出方法 予算額 決算額 *6決算額

会誌刊行費 4F+,,F,,, ����HK���4Y����HK���+Y会誌送付 4F,K,F,,, 4F++IF,HO 4F,KOFIO4

大会運営費 I,,F,,, +,+O年度大会準備費SI,万円] I,,F,,, I,,F,,, -,F,4J

日本農学会分担金 O,F,,, O,F,,, OHF,,, -JFO,,

fgh誌印刷�発送手数料 +,F,,, fgh購読会員OF,,,円Q+名Q+年S����IKYIJ] 4,F,,, , 4,F,,,

fgh誌共同編集�出版費 +,,F,,, 確定額 +,,F,,, +,,F,,, +,,F,,,

公開¥¦§¨©ª�出前授業経費 O,F,,, 公開¥¦§¨©ª講師旅費等 4,F,,, , 4,F,,,

事務費 I+KF,,, I+KF,,, 4--FIKI +,-F+H+

**事務管理費 -,F,,, ¶zª·z¨使用料Y6事務º»x¼½謝金¿À -,F,,, 4+FIG4 +4FKI4
**旅費交通費 I,F,,, 諸会議出席費 I,F,,, KFO,, KF-G,

**会議費 H,F,,, Æ��Ç契約料SI万円]Y評議員会等関連経費 H,F,,, ++F44, +JF-K,

**通信郵送費 4,,F,,, 会費請求Y郵便�宅急便¿À 4,,F,,, IHF+,K GHF,HH

**文房具費 IF,,, 9ÖY×ØÙÚÛÜÚØ¿À IF,,, O4H 4KH

**諸印刷費 K,F,,, 会議資料Y会費請求Y封筒¿À K,F,,, GIF4J+ HOFI4+

**雑費 OF,,, 振込手数料¿À OF,,, -JO 4FJ+O

小計*S単年度支出分] +F4-KF,,, 4FJHKF,,, 4FJ+-F-OK 4FOJJF4-+

小計*S次年度繰越金] -FI++FG-H IFKI4FG,J -F,,GFG-H IFGGGFG,J

合計*S繰越金�含�] GF-H,FG-H OFK,JFG,J OFJI4F4,O OF+GOFHO4

参考3+,+I年度]

参考3+,+I年度]
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資料３ 土微学会運営の効率化について 

 

１．各種委員（教育委員、日本農学賞推薦委員、日本農学会運営委員、日本微生物生態学会連絡委員、

日本学術会議等連絡委員）の廃止 

 

・会員数が減少する中、土微学会を存続させ、会員ボランティアによる事務局を維持するには、会員サ

ービスを行うための学会運営の効率化を図り、学会運営業務の負担軽減が求められる。 

・そこで、事務局による学会業務を①会員管理、②会計管理、③会員への情報提供（学会 HP，ML 等）、

④学会基金の管理・運用、⑤学会誌の発行、⑥年次大会の調整の６つに絞る。 

・よって、「土と微生物」表紙裏の学会役員は、会則（本項末参照，４）-７）に従い、会長、副会長、

評議員、事務局（幹事長、総務、会計、企画）、編集委員会、会計監査とし、その他の委員（会）は廃

止する。（下記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「Microbes and Environments」編集委員会に参画している土壌微生物学会員は欄外に別途記載する。 

【ここまで】 
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２．日本農学会からの退会について 

 

前項１で述べた日本農学賞推薦委員や日本農学会運営委員をなくす機会に、土微学会は日本農学会か

ら退会する。理由は以下の通り。 

・土微学会会員の大部分は、日本土壌肥料学会または日本植物病理学会の会員であり、これらの２学会

は日本農学会の主要メンバーでもある。したがって、両学会のいずれかから、日本農学会による会員

サービス（日本農学会賞への応募、シンポジウムへの参加等）を得ることが出来る。よって、両学会を

通して支払っている日本農学会への会費は、大多数の土微学会会員にとっては二重払いとなっている。 

・日本農学会には年次総会および日本農学賞候補者選考会に会長が対面で出席する他、運営会議には運

営委員がリモートで参加することが求められる。運営委員は十数年周期で２年間の常任運営委員を任

じられ、対面で年次総会および日本農学賞候補者選考会の開催運営を担う規定であり、担当者にとっ

ては相当な負担となる。一方、これらに参加するための旅費交通費は土微学会負担である。 

・日本土壌肥料学会および日本植物病理学会のいずれにも所属していない土微学会会員がいたとしても、

その会員が日本農学会から提供されるサービスの恩恵を強く受けているとは考え難く、日本農学会か

ら退会しても会員へのサービス低下の影響は小さいと思われる。 

 

３．土微学会基金の審査体制の変更（細則の改訂） 

 

 現在の基金の審査体制は、専門性の判断が曖昧かつ脆弱に思われる。よって、基金の申請に対する審

査過程を以下のように変更する。 

 

 

日本土壌微生物学会基金に関する細則 

 

（現行） 

第 4条 助成対象の選考は，申請書に基づき

学会事務局が行い，評議員会の承認

を得て決定する。 

（変更案） 

第 4条 助成対象の選考は，申請書に基づき

学会事務局が指名する複数の専門

家の審査によって行い，評議員会の

承認を得て決定する。 

 

 

 

 

以上の 3 改革案によって、学会事務局業務の軽減と学会基金の更なる有効活用により、学会運営の効

率化と会員サービスの向上を図りたい。 

 加えて、会員管理や会計管理の外部委託の導入による事務局業務の軽減についても併せて検討する。 

 

宍戸雅宏 

（会長） 
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